
 
 

ビーバー(BVS)隊  

7/5 七夕の集会をし

ました。自分の手を型

取り、願い事を短冊に

かきました。それぞれ

の思いを書いていました

が「コロナがはやくなくな

りますように」「コロナに

かかりませんように」とい

った願い事も。そのあとは公園に移動し

て遊びました。ゲームの中でロープ結び

をしたり、引き相撲をしたり、縄跳びを

したり。スカウトのみつけた遊びをみん

なでやってみました。公園の木がみんな

で引っ張ればぬけるんじゃない？とい

うことでベンチャーのお兄さんにも手

伝ってもらいながら抜こうとしている

姿にほっこりしました。木はびくともしませんでしたが、協力してくれるお兄さん

の温かさも見られました。セレモニーはソーシャルディスタンスをとるために紐（ビ

ニールテープ）をもっての大輪。それでも大輪になると仲間意識も高まっているな

と思えるひと時です。早くコロナが収まってたくさん遊びたいね。 

7/19 中野区中央公園から杉並区蚕糸の森公園までのコースを歩きました。朝のセレモニーで

は、2 名の入隊式が行われ、新しい仲間が増えました。またお友達もたくさん遊びに来てくれ

たところでスタートです。 

ゲームで「やくそく」と「きまり」を再確認するところから始まりました。行き先はある目印

を辿ると着きます。５か所の公園を移動しながら、ゴールを目指します。中野区と杉並区の区

境を歩き、植物、生き物を見つけました。今の時期は蝶が飛び、ダンゴムシがいっぱいいまし

た。ほとんどが行ったことがない公園だったので、準備していたゲームはできないほど、公園

ごとにいろんな発見をしながら遊びました。蚕糸の森公園ではザリガニ釣りもしました。 

コロナ禍の中、活動中の遊び方や行動に制限がかかりますが、顔を会わせて自然を感じながら、

出来ることから少しずつ活動をすすめています。 

 

カブ(CS)隊             

7/5 組集会を行いました。前週か

らスタートした世界についてテー

マ“オラ！ブエノスディアス！ア

スタマニュアーナ！”冒頭のセレ

モニー時は雨が降っていなかったので公園で、集

散法と、感染防止対策デンデンのやり方を研究し

ました。直接手を繋がずにロープを使った「いつ

も元気！」をやってみました。それから生き物探

しゲームで公園を探索。その後は手洗いをして集

会室に移動。世界の地域と旗について調べた前週に続けて、今日は世界の料理について学び、

スペインを調べて各組発表しました。最後は今回のテーマであるスペイン料理のパエリアにつ

いて。元々は、パエリアコンクール子ども部門に出場する予定でのテーマでしたが残念ながら

中止。そこで隊でパエリア作りの練習をしてみることにしました。いくつか有る種類の中から

組のみんなで作りたいパエリアを話し合いました。パエージャ・バレンシアーナ(とり肉)が一

番人気！アロス・コン・コストラ(ソーセージ)とパエージャ・ミスタ(肉とシーフードのミック
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ス)が続きます。アロス・ネグロ(イカ墨)は結構 人気あったけど、最終候補には残らず。パエ

ージャ・デ・ベルドーラ(野菜のみ)はどこも選ばず。やっぱり子供は肉好き！ 

7/19 組集会を行いました。元々は、今月のテーマ「世

界」の締めくくり隊集会としてパエリア野外料理ハイキ

ングの予定でしたが、少し前からの第 2 波と思われるコ

ロナウィルス感染拡大を考慮し、残念ながら中止にしま

した。 

代わりの臨時組集会として、外でロープ広めデンデン！

と自然を探すゲームをちょっとした後に、組別にうさぎ

スカウトへカブ 7 つ道具とカブブックの進め方のおさら

い解説。そして組の中でカブブックを競って取り組むた

めに、「かべかけしんぽ表」を組別に作りました。おう

ちスカウティングで半分くらい進んでいる子もいます。

おきての 5 番目「カブスカウトはすすんでよいことをします」は、人から言われる前に自分か

ら行えることがスカウトには大事と話しましたが、心に残ってるかな？ 

また、一人仲間が増えて 仮入隊式を行いました。 

7/26 組集会を行いました。まずセレモニーで新しい仲間の入

隊式からスタート。ちゃんと“やくそく”と“さだめ”を言え

ました。これから頑張ってね！ 

今日からのテーマは「はたとひも」。これまでのテーマ「世界」

で外国の旗をいっぱい知ったあと、日本の国の旗、日の丸(正式

名：日章旗)について学びました。日の丸の大きさ、歴史、意味。

それから国旗のたたみ方。そして国旗掲揚の方法。となると、

国旗掲揚に必要な結び“ひとえつぎ”を覚えないと！くまスカ

ウト(５年生)やしかスカウト(４年生)は復習しながら、うさぎス

カウト(３年生)に教えてくれました。結びをしっかり練習した

ところで、雨が上がったもみじ山公園に出て、旗揚げの練習を

開始。国旗をたたんで上で開く方法と、下から揚げる方法を練

習しました。 

 

ボーイ(BS)隊  

7/5 オンラインで班集会を行いました。今月末のハイキングに備え、地形図

記号の確認と青梅の地形がどのようになっているか地形図を見ながら確認し

ました。後半は、ロープ結びの復習。オンラインではなかなか説明や確認が難

しいですが、2 級で必要な結びの確認をしました。 

7/19 隊集会でハイキングを実施しました。今年度初、

かつコロナ禍の中でのハイキングとなりました。ボーイ

スカウトのハイキングは地図を見て自分たちの位置と

目的地を確認しながら歩きます。隊長の指示では目的地

まで遠回りをして歩くルートになる筈でしたが、親切な

ハイカーが近道を教えてくれた故に途中で１ケ班が行

方不明になる事件が発生。半年以上のブランクもあった

ため、リーダー

としては少し

ヒヤヒヤしま

したが無事目的地に到着し一安心。午後は、多摩川で

の水質検査。化学的検査を行った後は、体を張っての

検査。「水の冷たさや流れの勢い、川床の状態を体感

する」という名のもと、歩いて火照った体を冷やしな

がら水遊びをしました。 

 



 

 

 

５，６，７月のスカウト進歩情報 

ベンチャー(VS)隊 

7/5 Ｈ君とＳがビーバー隊集会にジュニアリーダーとして参加しました。午

後からベンチャー隊集会を行い、あすなろ地区ベンチャーフォーラムの練習と

して、隊フォーラムを行いました。 

7/19 Ｈ君とＳ君がビーバー隊ハイキングにジュニアリーダー、Ｋ君とＭ君が

ボーイ隊ハイキングに隊付と上班として参加しました。 

 

7/26 Ｋ君があすなろ地区ベンチャーフォーラ 

ムに参加し、「おうちスカウティング」をテーマ 

に他団のベンチャースカウトと活発に意見交換を 

してきました。 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CS： Ｙ．Ｓ．くん 

Ｉ．Ｔ．くん 

Ｔ．Ｔ．くん 

Ａ．Ａ．くん 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ章「手伝い」「音楽家」「料理家」「ｾｰﾌﾃｨｴｷｽﾊﾟｰﾄ」 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ章「国際」 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ章「ｾｰﾌﾃｨｴｷｽﾊﾟｰﾄ」 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ章「ｾｰﾌﾃｨｴｷｽﾊﾟｰﾄ」 

 
   
   



リーダーの活動 

7/4 地区円卓会議(OL)  

7/5 団会議  

7/21 東連ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ委員会  

7/18 地区委員会(OL)  

7/28 地区ｺﾐｯｼｮﾅｰ会議

(OL) 
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スカウト豆知識 

 

 

 

毎年６月には、スカウト体験会を行い、募集

活動をしています。しかし今年は公募で多く

の方に参加いただくイベントが行えないため、

体験会が開催できていません。にも関わらず、

６月の活動再開以降、スカウト活動について

のお問合せをいただき、体験参加の上で新し

いスカウトの仲間が誕生しています。大変う

れしいことです。まだしばらくの間は体験会

を行える見込みがないので、ホームページ、

Facebook での活動案内・活動報告や、保護

者の皆様の口コミで、スカウト仲間を増やし 

ていければと思います。こんな時だからこそ、 

密に気を付けながらも野外活動を！保護者の 

皆様も、ぜひご協力をお願いいたします。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

 

 

 

 

 

 

「活動の特徴―班制度と進歩制度」 

 
スカウト活動では、年齢に応じていくつかの部門に分かれています。「スカウト運動の始まり」

で紹介した最初に活動を始めた少年達は、ローティーン、つまり現在のボーイ隊の年代にあた

ります。スカウト活動全体を「ボーイスカウト」と呼び、部門の名前が「ボーイ隊」その部門

に所属するスカウトを「ボーイスカウト」と呼ぶように、ボーイ隊の活動は、ボーイスカウト

活動の根幹に当たります。ボーイ隊に上進するときに「ちかいをたてる」のも、ボーイ隊以上

が同じベージュ色の制服になるのも、ボーイ隊こそが、創始者ベーデン=パウエルが最初に目指

した「よりよい社会人となるべく導く」思春期の少年少女たちだからです。カブ隊やビーバー

隊は、ボーイスカウトになるための準備期間と言えます。 

ボーイ隊の活動の大きな特徴は「班制度」と「進歩制度」です。「班制度」は、６～８名ごと

に班を作り、約束（規律）を大切に、相互に協力しあい、それぞれのスカウトが役務分担によ

って自分の担当についてリーダーシップを発揮する機会が得られるように編成しています。「社

会性」を体験し、学ぶ機会となっています。「進歩制度」は、その年代で獲得してほしい知識・

技能・心構えを必須要素とし、個々のスカウトが興味を持ったり関心のあることを選択要素と

して、自らが課題（目標）に対して達成計画を立て、自修して、それを乗り越えるという「自

発活動」によるものです。そしてその挑戦を応援するように、目標を達成するそれぞれの段階

で獲得できるバッジ（ワッペン）が用意されています。この仕組みを「バッジ･システム」と呼

んでいます。スカウトは、様々な活動を体験していく間に、特定の分野に関心を持ったり、自

分の好みに合っていたり、得意であるということに気づき、それらに対する興味をさらに深め

ていきたいと希望するようになるでしょう。このように自分の中にある興味や潜在能力を発見

して、個性を大いに伸ばしていくこと、得意分野に励みを与えること、ここにこそバッジシス

テムの狙いがあります。 

この２つの制度はカブ隊の活動においても、似たような形で導入され、年代のクリア章とチャ

レンジ章がそれにあたります。またビーバー隊においても、体験を重ねることが、木の葉章（葉

っぱシール）と小枝章の獲得につながっています。 

＊ 活動の写真はホームページにアップされています。 

個人情報保護のためパスワードがかかっていますので、隊長

にパスワードをご確認の上、アクセスして下さい。 

http://bsn8.world.coocan.jp/ 
＊ Facebook ページで活動の様子を報告しています。アカウン

トがなくても閲覧いただけます。 

https://www.facebook.com/nakano8/ 

活動の写真はホームページにアップされています。 

個人情報保護のためパスワードがかかっていますので、隊長

にパスワードをご確認の上、アクセスして下さい。 

http://bsn8.world.coocan.jp/ 
 
 

 

活動で見つけ

たほのぼの話 


